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研究成果の概要（和文）：インド北東部およびカンボジア南西部，および国内における調査によ

り，クスノキ科にゴール（虫えい，虫こぶ）を形成するタマバエ類や，常緑ブナ科にゴールを形成

するタマバチ類を中心に，ゴール形成昆虫相の一部を明らかにした．我々がこれまで行ってきた，

照葉樹林帯東端に位置する日本をはじめとするアジア地域でのこれまでの研究成果と，今回の

照葉樹林帯西端での調査結果を比較・統合する上で貴重な情報を得ることができた． 
 
研究成果の概要（英文）： The species composition of gall-inducing insects on broad-leaved 
evergreen trees, mainly Cecidomyiidae (Diptera) on Lauraceae and Cynipidae (Hymenoptera) 
on Fagaceae, was investigated in a north eastern part of India and a south-western part of 
Cambodia. We obtained important data to infer the process of adaptive radiation in the 
gall-inducing insects and the maintenance mechanism of their biodiversity in combining the 
current investigations in India and Cambodia with the results of our earlier surveys in the 
broad-leaved evergreen forests of eastern parts of Asia. 
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１．研究開始当初の背景 
ゴール形成昆虫の多様性は，アジアの熱帯雨
林や季節林などの湿潤な地域と，新大陸など
の中緯度乾燥地帯において高く，これら異な
る環境において，それぞれ適応放散した可能
性が示唆されている．しかし，これまでの適
応放散に関する研究は，後者の環境のみに着
目している．一方，アジアの比較的湿潤な地
域では，新大陸の乾燥地帯などと比べて相対

的に，ゴール形成者の属や科，目の多様性が
高いという違いが見られるため，両環境にお
いては，異なる時期に，異なる適応放散メカ
ニズムにより多様化した可能性が高いと考え
られる． 
 
２．研究の目的 
湿潤な地域におけるゴール形成昆虫の適応放
散の起源地と，適応放散過程を明らかにする

機関番号：１７１０２ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：21405011 

研究課題名（和文） 常緑照葉樹を寄主とするゴール形成昆虫（タマバエ類・タマバチ類）

の適応放散の起源 

研究課題名（英文） The origin of adaptive radiation in gall inducers (gall midges and 

gall wasps) which parasitize evergreen trees 

研究代表者 

三島 美佐子（MISHIMA MISAKO） 

九州大学・総合研究博物館・准教授 

 研究者番号：30346770 



 

 

ことを目指す．そのために，アジアの照葉樹
林帯の西端に位置し，ヒマラヤ山脈の麓で豊
かな植生を展開しているインドのアッサム地
方を中心に，学術調査を行う．とくに，クス
ノキ科にゴール（虫えい，虫こぶ）を形成す
るタマバエ類や，ブナ科にゴールを形成する
タマバチ類を対象として，種構成やそれぞれ
の種の寄主範囲，遺伝的多様性などを調査す
る．日本においても同様な調査を行ない，我々
がこれまでアジア地域で得てきた研究成果を
統合し，照葉樹林帯の全域にわたるゴール形
成性タマバエ・タマバチ相を明らかにし，そ
れらの適応放散過程と多様性の維持機構など，
歴史的背景と現状を解明するための基礎的資
料を得る． 
 
３．研究の方法 
・調査地：インド・アッサム地方および近隣
地域を中心とした，常緑広葉樹の分布域． 

・主な対象群：クスノキ科を寄主植物とする
タマバエ類と，ブナ科を寄主植物とするタ
マバチ類と，それらの寄主植物種． 

・現地調査：現地で発見されるゴールやゴー
ル形成昆虫，および寄生蜂は，新記録や未
記載のものである可能性が高いため，上記
の分類群以外のものでも調査・採集したゴ
ールを写真撮影し，寄主植物種ごとにゴー
ルの種類と形状，採集地情報を記録．ゴー
ルを現地で解剖し，ゴールの内部形態を記
録・撮影． 

・DNA調査：標本の系統解析を実施し，日本を
含むアジアの既知のデータも含め，ゴール
形成昆虫の分化の程度と寄主植物の系統関
係を明らかにする．（本件については一部
を除き，サンプル持ち出しおよび研究手続
き上の理由により，実施できなかった） 

 
４．研究成果 
 インド北東部における３回の現地調査で，計二
十数種類のゴールと，数種の寄生蜂が採集され
た．そのうち２種類のゴールについては，日本に
分布するタマバチと同種あるいはごく近縁種に
よるものであることが示唆された．しかし，採集さ
れたゴールのほとんどは未記載種，あるいは少
なくとも新記録種のタマバエ類・タマバチ類によ
り形成されたものであると考えられた．また，イン
ドから記載されていたタブノキ属を寄主とするタ
マバエのゴールについては，北東部に広く分布
する可能性のあることが分かった． 
 一方，カンボジアにおける調査でも，インド北
東部とは異なる植物種を寄主とする新規のゴー
ルを含む，二十種類近いタマバエ・タマバチ類
のゴールと，数種の寄生蜂が採集された． 
 ２年目以降，渡航調査および分析に関わる手
続き交渉が難航したため，インドのサンプル分
析を実施することができず，現地で記録した情
報と撮影したゴール形状についてデータベース

化した． 
 以上のように，本研究により，日本からインドに
至る照葉樹林帯の中で，その西縁部（インド東
北部）および中央部（カンボジア）の一部におい
て，タマバエ・タマバチ類の分布の概要や現地
の状況を把握できたことにより，当初の究極的な
目標である，湿潤な地域におけるゴール形成
昆虫の適応放散の起源地と，適応放散過程を
明らかにするための基礎資料を得た．今後さ
らに，インドから東南アジアを含み，日本に
至るまでの照葉樹林帯の調査を継続するこ
とで，その全貌を明らかにし，ゴール形成昆
虫の多様化に関する新たな仮説を提唱する
ことができるようになるだろう． 
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